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研究担当者 :

京都府立大学 (高演淳一郎,田淵教士 (敬称略) )

外部協力者 (中井巧治氏,永久 徹氏 ほか)

主な連携機関 (所在市町村､機関 (部署)名)

京都府丹後土木事務所 ,NPO法人里山ネットワーク世屋 など

【研究活動の要約】

本研究では,丹後地方の山間地集落を事例として,自然災害の危険範囲予測や家屋の耐震性能調査を

行い,それ らの結果を踏まえて,災害危険箇所や避難ルー ト,互助体制等の防災情報を明解に示 した防

災マ ップを作成 したO防災マップを作成する過程においては,まず既存の資料解析や多くの聞き取り調

査に基づいて原案を作成 した上で,住民 .行政が参加 したワークショップを開催 して意見交換を行い,

作成方法に関するノウハ ウ .留意点を明らかにしたo

【研究活動の成果】

本研究の成果として,対象地における降雨条件に応 じた土石流危険箇所の分布範囲や,丹後型民家の

耐震性能を明らかにし,それらを踏まえて実用的な防災マップを作成 した○

防災マップの作成においては,具体的な成果として対象地における実用的な防災マップを提示すると

ともに,その過程において,有効な防災情報の種類や収集手法,あるいは意見を集約する上での課題な

どに関する知見が得られたOまた,ワークショップには多くの参加者があり,意見交換を通 じて緊急時

の連絡体制や災害弱者の支援策等の災害時の課題についての認識を共有する機会とすることができたo

【研究成果の還元】

ワークショップ ｢世屋の防災を考える｣開催 (H23/ll/19,NPO法人里山ネッ トワーク世屋事務所 ｢ぶ 

-たん｣にて,参加約 30名)

上世屋地区の ｢自然とうまくつき合 う防災マ ップ｣を公民館等で公開予定

【お問い合わせ先】 生命環境科学研究 砂防学研究室 助教 :三好岩生




